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平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
下記の金額正に領収いたしました。
何卒よろしくお願い申し上げます。

お支払条件クレジットカード 納品場所ご指定場所

御請求金額30,090円（税込） 納品期日 4営業日

金額ご注文番号 容 数量 単価内

品名：西崎つばさレポート

A4/両面4色／コート90/19,000部／

加工1 ： トンボ仕上がり断裁（ご注文サイズでお納め）
加工2 ：

PAC9160021
30,090 30，0901

合計 30，090

特記事項

※クレジットカード決済の場合には､金銭または有価証券の受領事実がありませんので､表題が｢領収書｣となっていても、
印紙税法基本通達代17号の1文書には該当しません。
※5万円を超えていても収入印紙は貼付されません。
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【目黒区議会議員西崎つばさの政務調査報告】

第3号腫

西崎 さ ﾚポート
2015年11月16日発行編集部:輕襯7競馬歸側蒜鵜歸瀞驚溌簿部内

お金の使い方は4種類あります。
（※詳しくはウラ面に記載）

類似の事業を行う経済産業省や中小企業庁では、売上

高や空き店舗数、通行量の改善などを成果目標として

挙げています。このように、後に測定できる指標を明記

することで政策の検証が可能になり、効果が薄いと判断

された事業を削り、より有効な使途へ税金を投入するこ

とができると思います。

「議会が無いときは何をしてるの？」と聞かれることが

ありますが、区の事業等の調査・研究を進めたり、外部

の勉強会やセミナーに参加したり（時には運営したり）

しています。むしろ、開会中よりも忙しく感じます。

さて、手探りで始めてから4か月かけて、第2定例会

での一般質問についてご報告してきましたが、今号で

一段落となります。最後にご紹介する内容は、蓮肪議員の

もとで学んだ行政改革に関してです。
■不断の行財政改革？

さらに今回は、平成24年以降の新規事業109件が新

たな評価対象となりました。これをスリム化の観点から

見ると、廃止7件、休止2件、縮小3件です。しかし、

これらの中身を見ると、大烏中の開校や田道住区分室の

開設といった、既に役割を終えた事業であるとか、単年度

もしくは時限的なものばかりです。つまり、直近の新規

事業を見直して削るということは、ほとんど出来ていな

いのです。これでは行革に後ろ向きだと言われても仕方

ありません。

そもそも区は「財源不足に陥るのを回避する」という

姿勢でしたから、必然的に、財政健全化の兆しが見えれば

コスト削減の手は鈍くなります。しかし、自ら「不断の

行財政改革に取り組んでいく必要がある」と総括して

いるのですから、財源確保のメドが立ったから良しとする

のではなく、引き続き厳しく事業を見直していかなければ

なりません。

■｢事務事業見直し」の検証結果

もう多くの方がご存知のように、リーマンショック後の

2009年、目黒区の税収は前年より100億円も落ち込み、

ただでさえ少なかった区の貯金が底をつきそうな事態に

陥りました。

これを受けた緊急財政対策の一環として、事務事業の

見直しが実施され､事業仕分けのように「廃止｣や｢縮小」

といった判定を行って、約135億円（当時の予定額）の

支出を削減することになりました。

そして、この取り組みの最終年である昨年度、これまで

の検証が行われ、結果が公表されました。

■ゾンビとは言わないが・ ・ ・

この検証結果の詳細は区サイト等でご覧頂けますが、

私の切り口は、財政が持ち直すことに伴って行政改革が

後退しないのか、という点です。

4年前の評価で「廃止」と判定されたのは58事業。

そのうち5件は今回の検証で評価が変更され､新規1件、

拡充2件、継続2件となりました。社会情勢に鑑みて

判定を変更するケースは理解できますが、それには明確な

理由が必要だと思います。

例えば、商店街活性化事業。 「廃止」から「新規」ヘと

評価が変更され、復活。今年度の予算に約1000万円が

計上されています。当該予算編成シートを見ると「要望

が強い」ことが強調されていますが、それだけで予算を

投入していったら、行政は肥大化する一方です。

■今後の課題

質問の最後に、行政評価制度を提案しました。ケガの

功名ですが、今回の見直しシートは優秀です。折角です

から、これを基礎として評価制度を構築すべきだと思う

のですが、残念ながら区にその意向はありません。

一方、行革計画では公会計制度と連携した行政評価を

検討するとしています。であれば、税金の使われ方を

チェックしやすくなるよう、効果的な仕組みを研究する

必要があります。「検討の結果、見送ります」ということ

がないよう、私も繰り返し進捗を確認して参ります。

、
〆

皆さまのご意見をお寄せ下さい! office@n2SS.com

｜

’

31歳、 1児の父。円融寺幼稚園、向原小、九中、都立青山高校、東京外語大英語科卒業。目黒雅叙園に勤務後、

手塚よしお秘書。その後、蓮紡秘書。2015年4月、目黒区議選初当選（2位・最年少)。生活福祉委員会所属。ノ
西崎つばき
プロフィール
、
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目黒区議会議員西崎っぽさの政務調査報告 【西崎つばさレポート第3号】 2015年11月16日

図解]目黒区の行政改革は？

平成26年度「検証」では

／｢新規」へ変更 1件
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■平成23年度「事務事業見直し」

件
件

１
２
２

更
更
更

変
変
変

へ
へ
へ

』
Ｊ
Ｊ

規
充
続

新
拡
継

ｒ
ｒ
ｒ）

計830事業のうち、

58件が「廃止」 ‘

という判定

＞
うち5件の判定が変更。

たとえば・・

・商店街活性化事業（廃止→新規、約1,000万円）

’’ 平成23年度薑欝墨繍麗嚇慧蝿鰻霧轤驫墓賢憲鱒蕊ため、
号

’’ 平成26年度(HZ7予算要求）
｢24年度からの休止以降、店舗今商店街今区商連を通じて復活の要望が強い｡」

（？）

→「実施で得られる具体的な成果」には、 「商店街組織の活性化意欲を継続・発展させ、活力ある

商店街・地域とするための支援を行い、商店街の事業意欲・住民満足度の向上を図る」とある。
もっと検証可能な成果目標を設定する必要があるのでは？

■平成24年～26年の新規事業の評価

＞計109事業のうち、

その中身は、 「大鳥中学校の開校」や「田道住区

センター三田分室の開設｣､｢美術館の工事｣など、

既に役割の終わったものばかり！

轡→本当に「不断の行財政改革に取り組んでいく」のか？

,a,4種類のお金の使い方とIさ？
、＝ノ

米国の経済学者ミルトン・フリードマン(1912-2006）

が、共著「選択の自由(1980)」で述べている説です。

彼は、お金の使い方を次の4種類に区分しました。

①自分のお金を自分のために使う
誰のお金を

②自分のお金を他人のために使う

③他人のお金を自分のために使う

④他人のお金を他人のために使う

誰のために

他人のため自分のため

②節約するが
価値は気にしない

①節約しつつ
最大の価値を求める

自分のお金

④節約せず
価値も気にしない

③節約せずに
最大の価値を求める

他人のお金

この中で、最も節約せず、お金で得られる価値も気にしないのは④であり、それが政府の支出であると指摘
しています。ここからケインズ政策の批判に発展する訳ですが、それはさておいても、行政の本質を突いた

言葉ではないかと思うのです。

役所の職員に優秀な方が揃っていたとしても、他人のお金である税金を、他人のための予算として執行する
構図が変わることはありません。よって、無駄な予算や非効率的な使われ方が生まれやすい。これは誰のせい
でもなく、構造的に仕方のない問題なのです。

だからこそ、常に行政を監視し続ける議員が必要なのでしょう。目黒区の行財政改革がストップしてしまう
ことのないよう、今後も抜かりなくチェックして参ります。

[童熱･Facebookページも更新しています。チェックしてみて下さい! 西崎つばさプログ
一


